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中国の行政区画

省級（レベル）

県級』 iレベル）

郷・鎮級（レベル）

中華人民共和国

省　　自治区 直轄市

一一一一一一胃r盟一一 層　曽　一　一　＿　幽　一　＿　r　＿　一

県 県単市 自治県 市轄区

　（北京市，四川省，吉林省など）

　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　口開ロ　コロ　コ　コロ

　　1地（区）級市自治州1

（北京市海淀区，吉林省鎮蚤県など）

　　　郷　　鎮　　民族郷

（四川省遂寧市歩雲郷・横山鎮など）

　　　　村（ただし，自治組織）

（吉林省鎮沓県大官村，安徽省五河県頭舗郷屈台村など）
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中国の国家機構

　　　　　議　会

中央政治局

?央委員会
国務院 全国人民代表大会

三級党委員会 省級人民政府 省級人民代表大会

巨編党委員会 県級人民政府 県級人民代表大会

郷・鎮級党委員会 郷・鎮級人民政府 郷・鎮人民代表大会

　裁判所

最高人民法院

高級人民法院

基層人民法院

　　検　察

最高人民検察院

省級人民検察院

県級人民検察院
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1949年10月

1957年7月
1966年8月
1972年9月
1976年9月
1978年7月
　　　12月

1982年ll月

1989年6月
1995年8月

1995年
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　　　12月

1999年4月
　　　4月
　　　5月

　　　6月
　　　7月
　　　10月

　　　12月

2000年1月

2月
10月

関連年表

中華人民共和国成立

反右派闘争が始まる

文化大革命が始まる

日中国交正常化

毛沢東死去
日中平和友好条約締結

中国共産党第ll期中央委員会総会第3回全体会議
（第ll期3中全会）開催。改革・開放政策が始まる

人民公社廃止の決定
「六・四天安門事件」

村山総理が「アジア諸国の人々に対して多大の損害
と苦痛を与えた」とする談話を発表

日本政府が対中円借款の三原則を提示
登阿、平死去

中共第15回全国代表大会（第15回党大会）開催

朱池田内閣発足，三大改革開始
北京大学創立100周年
クリントン米国大統領が中国訪問
インドネシアでの華人襲撃事件に対する抗議運動
発生

金大中韓国大統領が日本訪問
村民委員会組織法改定
江沢民国家主席が日本訪問
「三つの重視」教育開始

四川省歩車郷で中国初の郷長直接選挙実施

中国で『東史郎日記』出版
法輪功修練者1万人が中南海を取り囲む
NATO軍によるユーゴの中国大使館爆撃事件発生
「六・四天安門事件」10周年』
法輪功幹部一斉取締．り

中華人民共和国建国50周年
マカオ返還
大阪で「20世紀最大の嘘一南京大虐殺の徹底検証」

集会開催

江沢民が「三つの代表」を提起
朱錯基総理が日本訪問
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